
おもに日本海側の山地の林内に生育する高さ1.5-3mの落葉低木。近畿地方では瀬戸内海側にまで分布

を広げている。葉は枝先に3枚輪生し、葉柄は長さ3-6mmになる。基部は鋭形で短く葉柄に流れ、表面は

無毛、裏面は短毛が散生し、主脈の下部に軟毛が密生する。4月下旬から5月中旬、枝先の1個の花芽から

1(-2)個の花を開く。

淡路では希少（Aランク相当）。

－

C

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界 ○

○

■ 県内分布

神戸市、宝塚市、多可町、市川町、福崎町、宍粟市、豊岡市、
養父市、朝来市、香美町、新温泉町、丹波市、淡路

■ 国内分布

本州（秋田県から鳥取県のおもに日本海側）

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ツツジ科

兵庫県ランク…ユキグニミツバツツジ
環境省ランク… －Rhododendron  lagopus  Nakai var. niphophilum  (T.Yamaz.)

T.Yamaz.


